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○複合災害はその組み合わせが多岐にわたる他、先発災害の影響によって、単発の災害と比べて小さな外力で被害が

発生したり、単発の災害と比べて被害が拡大する場合がある。

○このため、複合災害に対しては、計画的に実施するハード対策やソフト対策に加えて、被災シナリオの選定や地形

データ等を取得する等事前に準備するとともに、先発の災害が発生した際には、速やかに地形・施設の変状の把握、

地域の安全度評価を行い、状況変化に照らして実施する応急対応（増大したリスクの周知による避難の促進や施設の

復旧によるリスクの除去など）により、後発の災害による被害を防止・軽減する。

複合災害による被害の防止・軽減の取組
（状況変化に照らして実施する取組）

複合災害の発生に備えるための先発の自然災害発生後の応急対応の強化（概要）

事前のリスク周知
→浸水想定区域、土砂災害警戒区域

の公表など

計画的なハード対策
→堤防、砂防堰堤の整備、耐震化など

増大したリスクの除去、軽減

→施設の応急復旧、地形の変状の修復

増大したリスクの周知

事前防災対策（単発災害）
（計画的に実施する取組）

・単発より被害が拡大
→警戒範囲の拡大（避難対象の拡大）

・単発より小さな外力で発生
→警戒基準の引き下げ （早めの避難）

複合災害シナリオの選定、
地形･施設データの取得・保存、

変状把握や地域の安全度評価手法の確立

複合災害による被害の防止・軽減の取組
（事前に準備する取組）

＜リスクの大きさの変化イメージ＞リスクの大きさ

地形・施設の変化に照らしてより早くリスクを減らす効果的な対策を考えて実施

先発災害の発生
によるリスクの増大

時間

先発災害発生整備着手時点
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計画的に対策を実施してリスクを低減
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